
 記者発表資料  

                              令和５年５月１７日 

一般社団法人東北地域づくり協会 
 

 東日本大震災の被災市町村の震災伝承活動を 

   令和 5年度も継続的に支援します（3年度目） 
 

 

 ○事業名 ：東日本大震災 震災伝承活動市町村支援事業       【別紙１】 

 

○事業期間：令和 3年度～令和 12 年度（10 年間） 

 

○寄付を実施する市町村数および寄付金額：             【別紙２】 

     ・令和 3年度実施       7 市町村、計    670 万円 

     ・令和 4年度実施      17 市町村、計 1,600 万円 

     ・令和 5年度実施      16 市町村 計 1,508 万円 

    ・今後の予定（現時点）   17 市町村、計 4,672 万円 

  

※寄付金総額の上限は、1市町村あたり 500 万円、各年度の寄付金の上限を 

100 万円としています。 

 

【問い合わせ先】 

一般社団法人東北地域づくり協会 技師長    佐藤 伸吾  

                地域事業部  熊谷 順子 

        ＴＥＬ０２２－２６８－４７１１（代表）      

 一般社団法人東北地域づくり協会では、震災の記憶の急速な風化に加え、語り部の

老齢化と後継者不足、伝承活動資金の不足、さらにはコロナ禍による被災地域への訪

問者の激減など、「震災伝承活動」を取り巻く環境が厳しさを増していたことから、

震災伝承活動を推進している市町村に対して、震災伝承活動を寄付により支援する事

業を令和３年度から実施しております。 

  

令和５年度も引き続き、震災伝承活動を推進している市町村の意向をお伺いし、震

災伝承施設等の活性化及び、語り部の人材育成等に必要な費用の一部について、寄付

による支援を継続します。 

 令和５年度は 16 市町村に、約 1,500 万円の寄付を予定しており、今後とも対象市町

村から新たな申請があった場合は、随時寄付を実施していきます。 

 

当事業は「一般財団法人 3.11 伝承ロード推進機構」と連携し、円滑に支援を行いま

す。 



      

【別紙１】 

【東日本大震災 震災伝承活動市町村支援事業の概要】 

 

１． 目的 

東日本大震災の被災市町村における伝承活動について、寄付による支援を通じて、防災意識    

等の普及および被災地の活性化を図る。  

 

２． 寄付の支援対象・内容  

（１）支援対象市町村 

青森県、岩手県、宮城県、福島県内市町村のうち、震災伝承ネットワーク協議会の登録施設

の「第３分類」施設(注)を所有し、かつ震災以降に人口が回復していない被災市町村。 

 

（２）事業期間 

令和 3年度から令和 12 年度までを予定。 

ただし、諸般の情勢変化により事業期間を変更する場合がある。 

 

（３）寄付金の使途 

①震災伝承施設等活性化のために実施する展示更新及び広報活動や、オンラインガイド等に 

必要な費用の一部支援。 

②語り部の人材育成活動に必要な費用の一部支援 

③その他、東日本大震災伝承活動に必要な費用の一部支援 

 

（４）寄付額および寄付期間 

①寄付金総額の上限は１市町村あたり 500 万円、各年度の寄付金の上限は 100 万円とする。 

②要請内容及び震災伝承施設の現状等を考慮の上、対象市町村への寄付額を決定する。 

   ③寄付金の継続を希望する市町村は、前年度の２月末日までに継続申請を行う。 

  

３． 事業の進め方 

一般財団法人 3.11 伝承ロード推進機構は、市町村の震災伝承活動の状況を把握するととも

に、必要に応じて市町村と連携し、助言等により、効果的な事業推進を支援する。 

 

 

注) 第３分類施設： 

 震災伝承ネットワーク協議会が認定する、東日本大震災から得られた実情と教訓を伝承 

する伝承施設のうち、公共交通機関等の利便性が高く、展示のクオリティが高い施設。 

 



全体予定額 令和3年度 令和4年度 令和5年度

宮 古 市 500 100 100 100

⼤ 船 渡 市 500 ー 100 100

遠 野 市 500 100 30 18

釜 ⽯ 市 500 ー 100 100

⼤ 槌 町 500 ー 100 ー

野 ⽥ 村 500 100 100 100

陸 前 ⾼ ⽥ 市 500 100 100 100

⽯ 巻 市 500 ー 100 100

気 仙 沼 市 450 90 90 90

東 松 島 市 500 100 100 100

南 三 陸 町 500 ー 100 100

塩 竈 市 500 80 80 100

松 島 町 500 ー 100 100

⼭ 元 町 500 ー 100 100

い わ き 市 500 ー 100 100

楢 葉 町 500 ー 100 100

浪 江 町 500 ー 100 100

8,450 670 1,600 1,508

東⽇本⼤震災 震災伝承活動市町村⽀援事業
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【別紙２】



【参考】 令和4年度市町村支援事業を活用した震災伝承活動のご紹介

北淡震災記念公園野島断層保存館
（兵庫県淡路市）

稲むらの⽕の館
（和歌⼭県有⽥郡広川町）

ひがまつ防災けいじばん設置
（3.11で伝えること）

学習パンフレット印刷

公開語り部イベント 井上きみどり先⽣の震災伝承漫画作品展

「SAY’S 東松島」との連携

【岩⼿県釜⽯市】命をつなぐ未来館：震災伝承研修、学習パンフレット印刷

１

【宮城県東松島市】東松島市震災復興伝承館：防災けいじばん設置、語り部団体との連携活動



https://www.town.yamamoto.miyagi.jp/site/ruins-
nakahama/index.html

市役所浸⽔前映像 市役所浸⽔状況映像

全体像

【宮城県塩竈市】津波浸⽔可視化サイネージ作成

【宮城県⼭元町】震災遺構中浜⼩学校ホームページ作成

２



【福島県楢葉町】キャンドルナイト、「3.11・つなぐ・未来。」開催

【福島県いわき市】いわき震災伝承未来館の防災・減災教育推進モデル事業
市内中学校が対象（バス借り上げ料助成、学習プログラムの提供、学習成果を市内全校で共有）

語り部による講話（バス内） 展⽰室の学習シートで学ぶ

震災学習ツアー実施
（岩⼿県⾼⽥松原津波復興祈念公園など）

「3.11・つなぐ・未来。」令和5年3⽉11⽇開催
（トークセッション、こども防災⼠の認定など）

キャンドルナイト
（令和4年4⽉〜毎⽉11⽇に開催）

展⽰室の⾃由⾒学
３
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